
○　本校の概要 令和8年2月28日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６
０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

令和７年度　大田区立馬込第三小学校　自己評価　報告書

◇児童数７３９名（１０月１日現在）、２３学級、特別支援教室（サポートルーム）拠点校。　　◇令和４年度に学校運営協議会を設置。大田区コミュニティ・スクールとして、地域の教育力を生かした特色ある学校づくりを推進。
◇令和６年度開校８５周年に際し、記念集会の実施、記念誌の発行、記念写真・航空写真の撮影。　　◇校舎改築工事中、令和６年度２学期より仮設校舎へ移転。令和１３年度完成予定。
◇校長１、副校長１、主幹教諭２、指導教諭１、主任教諭９、主任養護教諭１、教諭２２、時間講師９、事務２（補助員を含む）、栄養士１、特別支援教室専門員１、スクールカウンセラー２、副校長アシスタント１、読書学習司書１、教員支援員１、学校特別支援員１、学校特
別補助員３、学習補助員２、（民間委託：用務員、児童誘導員、施設管理員、給食調理員、ALT、エデュケーションアシスタント）
◇PTA活動、読書ボランティア、スクールサポート、馬三イベントサークル、同窓会活動が盛んで、児童の健全育成にすすんで関わっている。　　　　◇学区内に７町会があり、学校に対して大変に協力的で地域力が高い。
◇大田区独自教科「おおたの未来づくり」では、５年生が「地域の創生」を掲げ「馬込大盆踊り大会を盛り上げよう！」に取り組み、６年生が「ものづくり」を柱として㈱リコーを授業パートナーに学習を行っている。
◇たてわり班給食や遊び、きょうだい学年などの異学年交流を通して、集団や社会における人間関係形成力の向上を図る。　　◇全校詩集「いおのうた」の作成。
◇体力・運動能力の向上「一校一取組」では、縄跳びカードとそれに伴う検定制度の下、短縄跳びに取り組む。　　◇校外施設（屋内プール）におけるインストラクターによる水泳指導。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取
組
評

目標に対する成果指標
成
果
評

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

社会の様々な
課題を自分事
として捉え、主
体的に考え、他
者と協働し、問
題解決してい
く意欲や、予測
困難な未来社
会を切り拓い
ていくために
重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力
を育成します。

①STEAM教育等の教科等横断的な
学びや科学教育を推進し、課題解決
力や新たな価値を創造する力の育成
を図っている。

4

学校評価児童アン
ケート「日常的に
タブレットを学習
に活用している」
「タブレットは『学
習用タブレットの
しおり』を守って
使っている」にお
いて肯定的な評価
をした児童の割合
（86.7%、
95.5%）

学校評価児童アン
ケート「学校行事、
校外学習や移動教
室、体験活動は楽
しい」において肯
定的な評価をした
児童の割合
（95.6%）

学校評価保護者ア
ンケート「学校は、
学校行事、校外学
習や移動教室、体
験活動の充実に努
めている」におい
て肯定的な評価を
した保護者の割合
（98.3%）

４：
全て
80
%
以
上

4

①区独自教科「おおたの未来づく
り」を中心に今年度も校内研究を進
めてきた。地域の方や地域の企業と
連携し、課題解決力や新たな価値を
創造する力を育成できるように、授
業づくりや指導計画、素地を養うカ
リキュラムづくりを行った。５年生は
「馬込大盆踊り大会を盛り上げよ
う！」に取り組み、２年生は「まちた
んけん」で素地づくりを行う学習に
取り組んだ。来年度以降もブラッ
シュアップして取り組んでいく。

②今年度も改築工事に伴う限られ
た環境、限られた時間の中で、特別
活動（学校行事）を充実させること
ができた。運動会、展覧会などの学
校行事のほかにも、学年集会（ス
ポーツ大会など）を積極的に実施し
た。これからも学級活動の中でも児
童が自ら考え判断する力や他者と
協働していく力を高める機会を設け
ていく。キャリアパスポートを活用し
て、各行事を振り返り、自分の頑張
りや得られた学びを記録し、達成感
や自己肯定感を高めていけるよう
に努める。

③本校では多くの授業でタブレット
端末などのＩＣＴを活用した授業づく
りを行っている。情報活用能力の育
成を大切にしていくとともに、基礎・
基本の習得（タブレットドリルなど）、
協働的な学びの充実（オクリンクプ
ラスなどのコンテンツの活用）を目
指していく。学校で作成した「学習用
タブレットのしおり」や年１０回発行
される「お助けネット通信」などを活
用し、情報モラルの向上を図ってい
く。

Ａ 11

・すべての成果指標で８５％超の結果は素晴らしいと感じ
る。
・タブレット端末の活用は欠席したときや宿題の活用な
ど、役に立っているとは感じるが、１年生は体力的な面も
あるので、活用は２年生になってからでもよいのではな
いか。
・１年生は画面ではなく先生と向き合うことが一番重要な
のではないかと思う。
・タブレット端末の学習活用が適正に行われている。
・インターネットでのアルゴリズムのよる偏りの危険性を
教育してほしい。
・各学年が「おおたの未来づくり」やＩＣＴへの取組を行っ
ていることを理解しており評価できる。できることなら
ば、学校の取組を授業の中での発表で終えるのではな
く、地域への発表をしてもよいと思う。地域の方ももっと
協力的になるのではないかと感じる。
・児童、保護者ともに学校行事、校外学習に満足してい
る。
・盆踊り大会は学校と地域の協力によって実現された点
が非常に印象的であった。継続的に取り組むことで学年
を横断したSTEAM教育として広がっていくことを期待
する。
・体験的な学びや考える力を意識した取組が見られる。こ
どもが主体的に判断する場面がさらに増えるとよいと感
じる。
・「おおたの未来づくり」の大盆踊り大会の取組はよくで
きていたと思う。
・「おおたの未来づくり」の学習をきっかけに、こどもたち
が自分たちの街に興味をもち始めたように思う。「この街
をもっと知りたい」「よくしたい」という気持ちが育ってい
ることを嬉しく思う。これからもこどもたちが主体的に考
え、学びを深めていける取組が続いていくことを期待し
ている。
・「教員の働き方改革」に伴い、様々な新たな取組や施策
が進む中、区独自教科「おおたの未来づくり」に向けた校
内研究などの授業づくり、指導計画、素地を養うカリキュ
ラムづくりと実践に取り組むことは、教員の「指導の専門
性」からずれる領域もあるだろうから苦労も多いことだ
ろうと思う。それにも関わらず、学習指導要領の３つの柱
を大切に、主体的・対話的で深い学びをこどもたちに届
ける工夫をしている。

３：
全て
70
%
以
上

Ｂ 2

②学校内外での様々な体験活動や自
己評価する習慣づくりを推進し、自ら
考え判断する力や、他者と協働して
いく力の育成を図っている。

4
２：
全て
60
%
以
上

Ｃ 0

③情報技術を適切に活用した授業の
実施を通して、情報活用能力の育成
を図っている。

4

１：
いず
れか
でも
60
%
未
満

Ｄ 0

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

英語での実践
的なコミュニ
ケーション能力
を高めるとと
もに、我が国や
郷土の伝統文
化に触れ、尊重
する心や、協力
していく態度
を育成します。
また、国際社
会・地域社会に
関心をもち、持
続可能な社会
を形成してい
く態度を形成
します。

①外国語教育指導員の活用などによ
り、英語に慣れ親しみながら会話を
する機会を増やし、英語力やコミュニ
ケーション能力の向上、豊かな国際
感覚の育成を図っている。

4

学校評価児童アン
ケート「東京都や
大田区の特徴、馬
込地域について学
ぶことは楽しい」
において肯定的な
評価をした３・４年
児童の割合
（87.1%）

学校評価児童アン
ケート「日本の伝
統や文化、東京都
や大田区の特徴、
馬込地域について
学ぶことは楽し
い」において肯定
的な回答をした
５・６年児童の割
合
（85.1%）

外国語科の２学期
末の振り返り「外
国語の授業は楽し
い」「外国語の授
業で、英語の力が
伸びた」において
肯定的な評価をし
た５・６年児童の
割合
（80.7%、
82.8%）

４：
全て
80
%
以
上

4

①外国語・外国語活動では、自分の
思いや考えを友達と伝え合う活動を
行った。話し手と聞き手の視点に立
つことを意識した活動を繰り返すこ
とによってコミュニケーション能力
の向上を図った。今年度、English
Roomを設置し、外国語・外国語活
動の学習がより充実するように努め
た。毎回の授業とともに、中休みを
利用し「English Break Time」を
実施し、外国語教育指導員（ALT）と
の関わりをより深め、国際理解を深
める機会を設けた。

②本校は地域教材や地域人材が豊
富にある地域にある。古きよき伝統
を児童が学んでいく過程で地域理
解と地域への愛着を深め、さらに国
や郷土を愛する態度を育めるように
努めている。人権教育の充実を図る
ため、生命尊重・人権週間での取組
（標語作り、ポスター作り、習字作
品）を今後も行っていく。道徳の学
習を通して、互いの存在や考えを尊
重し、相互理解がより深まるように
していく。

③道徳、生活科、総合的な学習の時
間を活用し、身の回りの環境問題に
留まらず、地球規模の課題にも触れ
ることで、ＳＤＧｓへの取組について
も関心を高めていけるようにする。
１年生は「移動動物園」を利用し、動
物愛護の気持ちを育てた。

Ａ 11

・English Roomの設置はこどもたちにとってもよい
ことだと思った。友達も当たり前のようにいろいろな
国のこどもがいるので、楽しみながら学べる機会を多
くもてることはよいと思う。
・外国語の学習にも積極的に取り組んでいる。
・外国からの人が増えているので積極的に会話ができ
るこどもを増やしてほしい。
・今年度設置したEnglish Roomでは、こどもたちが
楽しみながら自然に英語に触れている姿が印象的で
あった。また、学校で学んできたSDGsを意識し、「こ
ういうことするといいよ」と家庭でも声を掛けてくる
ようになり、学びが生活につながっていることを嬉し
く感じる。
・特色ある学校づくりを推進する中で、外国語・外国語
活動として、English Roomの設置、English
Break Timeの取組、体験型英語学習施設TOKYO
GLOBAL GATEWAYでの体験学習の機会を設けて
いることを評価する。
・「馬三わくわくサマースクール」でも英語の講座を開
設したが、とても楽しそうに受講しているこどもたち
の姿が印象的であった。素晴らしい先生方に恵まれた
馬三小のこどもたちは幸せだなと感じる。
・大田区学習効果測定の結果を見ても、年度毎の達成
率の向上が見て取れる。ＣＳ公募の制度を利用して異
動して来た教員の手腕にも期待している。
・外（地域）への発信をもっと行っていくとよいのでは
ないか（学校の取組に対し興味深く思ってくれるはず
である）。
・地域のことを積極的に学んでいる。
・最近は気候がいろいろで学校で動物を飼育すること
が難しくなっているので、移動動物園の活用は有効的
であると考える。
・豊富な地域教材や人材を活用することで学びが深ま
り、こどもたちが将来、地域へ還元していけるような社
会につながっていくことを期待する。
・多様な価値観に触れる機会は設けているが、その体
験を通じて実感したことを報告する場があるとよい。

３：
全て
70
%
以
上

Ｂ 2

②我が国や郷土の伝統や文化の学
習、人権教育を推進し、自分とは異な
る文化や価値観をもつ相手を理解
し、互いに尊重し合う心の育成を図っ
ている。

4
２：
全て
60
%
以
上

Ｃ 0

③現代社会における地球規模の課題
を自分事として捉え、その解決に向
けて考え、行動する力の育成を図っ
ている。

4

１：
いず
れか
でも
60
%
未
満

Ｄ 0

・校舎建て替え中ではあるが、コンサートなど、工夫し
て体験でき、水泳も短期間ではあるが体験できる。そ
のありがたみをそれぞれが実感していると思う。建て
替えの期間が長く、仮設校舎で入学し卒業していくこ
どもたちもいるようなので、いろいろな機会があれば
よいと思う。
・文化的教育を積極的に行っている。
・授業や活動を通して、こどもたちが実際に自分の目
で見て、耳で聞き、身体を動かしながら学ぶ機会が多
く、学びの充実が感じられる。
・児童、保護者のアンケート結果を見るに、学習が身に
付いているとの回答が多いことは素晴らしいと感じ
る。また、「給食の質」の満足度が高いことも、楽しい学
校生活には欠かせないファクターだと感じるのでよい
と思う。
・①、②、③のそれぞれの取組について理解及び評価し
ている。④の中学校の体験評価もほしい。
・自己肯定的な児童が多数いる。
・こどもの健康や生活習慣は学校だけでなく、家庭の
関わりも大きな影響をもっていると感じる。こどもが
小さい時期（小学校）には家庭と学校が協力しながら
丁寧に向き合っていけるとよい。
・道徳の授業はとても大切だと思うので、これからも
工夫を凝らしたよい授業をお願いしたい。
・縄跳びでは、明確な目標が示されており、楽しみなが
ら継続できることで、達成感や健康づくりにもつな
がっていると思う。
・校舎改築中の限られた環境の中で、縄跳び検定、体
力テストへの取組、貝塚中学校校庭使用、元気アップタ
イムなどを実施して、こどもたちの体力向上に努めて
いることを評価する。

②学習習熟度に応じた指導や個に応
じた学習支援、各種検定の実施を通
して、すべてのこどもに確かな学力
の育成を図っている。

4

３：

全て
70
%
以
上 Ｂ 2

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生
きていく上で
基礎となる力
として、豊かな
心や確かな学
力、健やかな体
を育成します。
また、乳幼児期
から中学校ま
での一貫性の
ある教育を推
進します。

①道徳科を中心とした各教科等での
学習などを通じて継続的に道徳教育
を実施し、豊かな情操や道徳心の育
成を図っている。

4

学校評価児童アン
ケート「学習した内
容はわかってい
る」「運動が好きで
す」「自分にはよい
ところがあると思
う」において肯定
的な評価をした児
童の割合
（91.1%、
90.2%、
84.6%）

学校評価保護者ア
ンケート「学校は、
安全で栄養を考え
た質のよい給食を
提供している」に
おいて肯定的な評
価をした保護者の
割合
（96.4%）

学校公開保護者ア
ンケート「学習内
容は、こどもたち
によくわかるもの
であった」におい
て肯定的な評価を
した保護者の割合
（98.9%）

４：

全て
80
%
以
上

③体育や保健体育の授業など様々な
機会を通して、健康教育や食育を推
進し、基本的な生活習慣の確立を
図っている。

3

２：

全て
60
%
以
上 Ｃ 0

④乳幼児期から中学校まで円滑な接
続を行うため、保幼小の連携や小中
一貫の視点に立った教育を行ってい
る。

4

１：

いず
れか
でも
60
%
未
満

Ｄ 0

4

①道徳の充実を図るため、指導教諭
によるOJTや模範授業などを積極
的に活用している。様々な教育活動
の中でも他者理解や道徳心の育成
に努め、思いやりの心を育ててい
く。豊かな情操を育むため音楽鑑賞
の学習（今年度は１～３年生はエバ
リーコンサート、４～６年生は東京文
化会館アウトリーチコンサートを実
施）を活用していく。

②算数習熟度別指導を活用し、個別
最適な学びの機会を保障している。
水曜教室を開催し、苦手な課題を克
服する場を設けた。学力調査なども
活用しながら個々の児童の学力の
定着度を分析し、家庭とともに学習
方針を定めている。プールにおける
泳力別指導、縄跳び検定、元気アッ
プタイムなどを通して、個々の児童
が自分で目標を定めて体力向上を
目指している。

③健康教育の推進のために、「早寝・
早起き・朝ごはん」月間、歯科指導、
みがき残し調べ、歯みがきカレン
ダーの取組などを通して、基本的な
生活習慣の確立を目指した。引き続
き、食育の大切さを児童や保護者に
啓発するために、読書献立、郷土料
理・世界の料理、毎日のお便り「今日
の給食」などの取組を積極的に発信
していく。限られた環境の中で、縄
跳び検定、体力テストへの取組、貝
塚中学校校庭使用（各学年月１回程
度）、元気アップタイムなどを実施し
て体力向上に努める。

④乳幼児期から中学校まで円滑な
接続を行うため、保育園・幼稚園と
の交流活動、保幼小地域連絡協議会
議、小中一貫教育授業公開・参観な
どの充実を図る。中学校職場体験
（中学２年生）を受け入れ、教職員、
児童ともに中学生との交流の機会
として大切にする。
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・通知表の年２回制は大変よい取組だと思う。
・通知表が２回になったことで、少しでも先生方の負担
が減り、よい学級活動に発展していくのであれば、こ
のようにいろいろと見直していくことは大事なのでは
ないかと思う。
・教員の「働き方」は大変厳しいことを理解している。
決められたカリキュラムを遵守しながらいろいろな工
夫に取り組む姿勢に頭が下がる思いである。
・ウェルビーイングを高める取組を今後も強化してほし
い。特にオクリンクプラスの活用など、使えるものは
使ってほしいという期待がある。
・一人一人の児童のことを考え、教員同士で共有して
いる。
・こどもたちに質の高い教育を届けようとする取組と
限られた時間の中での調整に、先生方の苦労が感じら
れる。
・教員によってタブレットの使用優先度が異なるのは
少し違和感がある。一定の基準があってもよいのでは
ないかと思う。
・専門性を生かして質の高いよい教育を今後もお願い
したい。
・個人面談で教員はこどもの個性や日頃の様子をよく
把握した上で話をし、一人一人を大切に見てくれてい
ることを実感している。
・「学校力・教師力を向上させます」との個別目標を実
現させるために、行事や会議の精選、組織の見直し、
業務適正化に絶えず努めている点を評価する。最近は
「ワークライフバランス」からもう一歩踏み込んで、
「ワークライフ・インテグレーション」「ワーク・アズ・ライ
フ」「ワーク・イン・ライフ」などの考え方も提唱されてい
る。ウェルビーイング、自分らしく生き生きと「幸せ」を
実感できる環境づくりは引き続き重要だと考える。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を
通して、教師の
授業力を向上
させます。ま
た、質の高い教
育を実現する
ため、学校の組
織的な運営力
を向上します。
あわせて、教師
がやりがいを
もって働くこと
ができる魅力
的な環境づく
りを進めます。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を
引き出す個別最適な学びと協働的な
学びの一体的な充実の視点による授
業改善を行っている。

4
学校評価保護者ア
ンケート「学校は、
一人一人のことを
考え、一生懸命に
指導している」に
おいて肯定的な評
価をした保護者の
割合
（93.2%）

学校公開保護者ア
ンケート「こども同
士が話し合う活動
を通じて、自分の
考えを深めたり広
げたりしていた」
「教師がこどもた
ちのよいところを
認める場面があっ
た」において肯定
的な評価をした保
護者の割合
（87.8%、
97.2%）

４：
全て
80
%
以
上

4

①各学習の中で一人一人が自分の
課題に取り組めるように授業内容
の工夫を行うとともに、タブレット端
末を活用した個別最適な学びを取り
入れている。協働的な学びを促進し
ていくために、各学習においてペア・
グループ学習を効果的に取り入れ
てきた。タブレット端末を用いてオク
リンクプラスなどのコンテンツも活
用している。

②校内ＯＪＴや授業公開などの充実
を図るとともに、大田区教育研究会
などの校外の研修会にも積極的に
参加し、指導力の向上のため、研鑽
を積むことを教職員に推奨する。教
職員も自分の強みを生かして「馬三
わくわくサマースクール」などで講
座を担当し、ふだんの教育活動との
違いを味わう。

③行事や会議の精選、組織の見直し
を年ごとに行い、業務適正化に努
め、教職員のワイフ・ワーク・バラン
スを推進している。今年度より毎週
修水曜日にB時程（1校時前の時間
と昼休みを短縮）を設け、会議や研
究会などをより円滑に実施できるよ
うにした。今後も児童に教員が向き
合う時間や機会を確保し、ウェル
ビーイングを高める取組を行ってい
く。
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３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高
まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高
まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回
答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答し
た。

２：60％以上80％未満の教員が回答し
た。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねで
きた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

・通知表の年２回制は大変よい取組だと思う。
・通知表が２回になったことで、少しでも先生方の負担
が減り、よい学級活動に発展していくのであれば、こ
のようにいろいろと見直していくことは大事なのでは
ないかと思う。
・教員の「働き方」は大変厳しいことを理解している。
決められたカリキュラムを遵守しながらいろいろな工
夫に取り組む姿勢に頭が下がる思いである。
・ウェルビーイングを高める取組を今後も強化してほし
い。特にオクリンクプラスの活用など、使えるものは
使ってほしいという期待がある。
・一人一人の児童のことを考え、教員同士で共有して
いる。
・こどもたちに質の高い教育を届けようとする取組と
限られた時間の中での調整に、先生方の苦労が感じら
れる。
・教員によってタブレットの使用優先度が異なるのは
少し違和感がある。一定の基準があってもよいのでは
ないかと思う。
・専門性を生かして質の高いよい教育を今後もお願い
したい。
・個人面談で教員はこどもの個性や日頃の様子をよく
把握した上で話をし、一人一人を大切に見てくれてい
ることを実感している。
・「学校力・教師力を向上させます」との個別目標を実
現させるために、行事や会議の精選、組織の見直し、
業務適正化に絶えず努めている点を評価する。最近は
「ワークライフバランス」からもう一歩踏み込んで、
「ワークライフ・インテグレーション」「ワーク・アズ・ライ
フ」「ワーク・イン・ライフ」などの考え方も提唱されてい
る。ウェルビーイング、自分らしく生き生きと「幸せ」を
実感できる環境づくりは引き続き重要だと考える。

３：
全て
70
%
以
上

Ｂ 2

２：
全て
60
%
以
上

Ｃ

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を
通して、教師の
授業力を向上
させます。ま
た、質の高い教
育を実現する
ため、学校の組
織的な運営力
を向上します。
あわせて、教師
がやりがいを
もって働くこと
ができる魅力
的な環境づく
りを進めます。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を
引き出す個別最適な学びと協働的な
学びの一体的な充実の視点による授
業改善を行っている。

4
学校評価保護者ア
ンケート「学校は、
一人一人のことを
考え、一生懸命に
指導している」に
おいて肯定的な評
価をした保護者の
割合
（93.2%）

学校公開保護者ア
ンケート「こども同
士が話し合う活動
を通じて、自分の
考えを深めたり広
げたりしていた」
「教師がこどもた
ちのよいところを
認める場面があっ
た」において肯定
的な評価をした保
護者の割合
（87.8%、
97.2%）

４：
全て
80
%
以
上

②教職員がそれぞれの専門性を生か
したり、地域の特色を生かしたりして
教育活動を行っている。

4

0

③教職員の業務適正化等に取り組
み、児童・生徒に教員が向き合う時間
を確保する等、ウェルビーイングを高
める取組を行っている。

3

１：
いず
れか
でも
60
%
未
満

Ｄ 0

4

①各学習の中で一人一人が自分の
課題に取り組めるように授業内容
の工夫を行うとともに、タブレット端
末を活用した個別最適な学びを取り
入れている。協働的な学びを促進し
ていくために、各学習においてペア・
グループ学習を効果的に取り入れ
てきた。タブレット端末を用いてオク
リンクプラスなどのコンテンツも活
用している。

②校内ＯＪＴや授業公開などの充実
を図るとともに、大田区教育研究会
などの校外の研修会にも積極的に
参加し、指導力の向上のため、研鑽
を積むことを教職員に推奨する。教
職員も自分の強みを生かして「馬三
わくわくサマースクール」などで講
座を担当し、ふだんの教育活動との
違いを味わう。

③行事や会議の精選、組織の見直し
を年ごとに行い、業務適正化に努
め、教職員のワイフ・ワーク・バラン
スを推進している。今年度より毎週
修水曜日にB時程（1校時前の時間
と昼休みを短縮）を設け、会議や研
究会などをより円滑に実施できるよ
うにした。今後も児童に教員が向き
合う時間や機会を確保し、ウェル
ビーイングを高める取組を行ってい
く。
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・時代の流れとともに、保護者の方の仕事が忙しくな
り、こどもとの時間が限れているように思う。こどもは
まだまだ親と接することで心の安定を保つことが大切
なので、スクールカウンセラーの支援を借りながら保
護者への働きかけが必要だと思う。
・毎日楽しく通学している児童が多い。
・不登校児童への対応も学年を超えて教員同士が共有
している。
・不登校傾向にあるこどもが多くなっているが、いろ
いろな対策を講じていると感じる。保育園、幼稚園、中
学校を含め連携できたらよいと感じた。
・指導員の方々との連携がうまくいっている背景に
は、細やかな気遣いがあると感じている。そのような
信頼関係はこどもたちにとっても大切な手本になると
思う。
・引き続き、いじめ防止対策の強化をお願いしたい。
・学校はこどもたちを日頃から見守ってくれるため安
心がある。また、いじめの早期発見や早期対応に努め
ていると感じている。今後も引き続き、一人一人に目
を向け、丁寧に見守ってほしいと期待している。
・多様な背景をもつ人々が互いの違いを認め合い、尊
重し合って、組織や社会で能力を発揮し合う、ダイバシ
ティとインクルージョンの考え方は今後ますます重要
になってくる。インクルーシブ教育やいじめ防止、ＳＣ
やＳＳＷとの連携など、きめ細やかな相談体制や支援
に学校現場は努め、腐心していることを評価する。併
せてなお一層の相談支援体制の充実のためにＳＣとＳ
ＳＷなど、学校関係スタッフの人員の確保、待遇改善を
期待したい。

３：
全て
70
%
以
上

Ｂ 5

２：
全て
60
%
以
上

Ｃ

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひ
とりの状況に
あわせて教育
環境を整える
とともに、相談
機能の充実を
図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らし
くいきいきと
生きるための
学びを支援し
ます。

①インクルーシブ教育システムの構築
に向けて、教員の資質・能力の向上や
校内における支援体制の充実、特別
支援教室巡回指導教員との連携等を
行っている。

4

学校評価児童アン
ケート「楽しく学校
で過ごしている」
「困りごとや不安
があるときに、先
生や学校にいる大
人に相談できる」
にいて肯定的な評
価をした児童の割
合
（92.1%、
76.6%）

４：
全て
80
%
以
上

②学校いじめ防止基本方針に沿っ
て、いじめの未然防止、早期発見、早
期対応等のための組織的な対応を実
施している。

4

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・
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学校施設につ
いて、ICT環境
等の教育環境
の整備を推進
するとともに、
児童・生徒の安
全・安心を向上
させるための
教育を推進し
ます。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・
安全な学校生活づくりを踏まえて、
学習環境を整備している。

4

学校評価保護者ア
ンケート「学校は、
避難訓練を含む安
全指導や健康教育
の推進に努めてい
る」において肯定
的な評価をした保
護者の割合
（98.7%）

４：
90
%
以
上

②避難訓練や安全指導日などを通し
て、危険や災害に対する教育を関係
機関と連携しながら進めている。

4

0

③スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーとの連携等、児
童・生徒・保護者が相談しやすい環境
を整備し、一人ひとりの能力や可能
性を最大限に伸ばすことを意図した
指導や支援を行っている。

4

１：
いず
れか
でも
60
%
未
満

Ｄ 0

3

①サポートルームにおける教育の充
実や通常の学級との連携を継続し
ていく。校内委員会を定期的に実施
し、児童の様子を共有し、支援体制
の方針などを考えていく。不登校対
策委員会を定期的に実施して該当
児童の様子や変容を共有し、学校と
保護者とで支援体制の方針などを
確認・連携して対応していく。

②いじめに関するアンケートやＷｅｂ
‐ＱＵなどの実施・活用を通して、
個々の児童の様子を把握する。必要
に応じて速やかにいじめ対策委員
会を開き、方針を示し、組織的に対
応していく。校内においていじめ防
止研修を実施し、学校いじめ防止基
本方針に沿って、いじめの未然防
止、早期発見、早期対応の仕方につ
いて確認し、迅速に対応できるよう
にしておく。ふだんの児童の気にな
る様子については、毎週金曜日の生
活指導夕会において校内全体で情
報共有する。

③児童や保護者がスクールカウンセ
ラーに相談しやすい環境を整備す
る。スクールカウンセラーがどのよ
うな方かが分かることでさらに信頼
関係を築くことができると考えられ
る。その方策として、相談室だより
「こころの陽だまり」の配付・周知
や、学級担任による紹介などを行っ
た。５年生は全員、スクールカウンセ
ラーと１学期に面談を行っている。
スクールカウンセラーと教職員との
連携を今後も深めていく。

Ａ 8

・５年生で行った地域の盆踊り大会を盛り上げるとい
う授業はとても素晴らしく大成功であったと思う。こ
どもたちも楽しく誇らしく活動できたのではないかと
思う。このような活動を今後も行えるように希望する。
・ものづくり教育・学習フォーラムでの発表のとおり、
他校には無い、馬三小らしいテストケースが成功した
ことがよかったと感じる。
・馬込第三小学校は他校に比べ地域との連携ができて
いる学校であることを誇りに思う。引き続きお願いし
たい。
・地域との連携は他地域の手本になるレベルになると
思う。
・地域コミュニティの核としての学校づくりや地域の特
色を生かした学校づくりを進めるにために、学校運営
協議会での熟議を通じて地域課題を抽出して、５年
後、１０年後の先の未来を見据えながら、学校・家庭・
地域の連携・協働に取り組んでいる点を評価する。日
常的な見守り体制、地域行事やイベント、教育活動の
情報発信も安全・安心なコミュニティ、魅力的なコミュ
ニティづくりに欠かせない。
・地域の人材を巻き込んでの取組はよいことだと思っ
ている。
・地域の防災活動にも積極的に協力している。
・馬込五町会で行う防災イベントに参加者がもっと増
えるよう努力していきたい。
・「tetoru」の活用など、資源の省力化を推し進めてい
る。
・保護者連絡システム「tetoru」を活用した情報共有に
も今後は期待している。
・「tetoru」の導入で情報が早く入るのでとてもよい。
・これからもこどもたちを学校・地域の方、保護者で見
守っていれば嬉しい。また、「tetoru」が開始され、ど
こでもお知らせなどの内容を確認しやすくなった。
・学校、家庭、地域の連携は「継続は力なり」であり、学
校を卒業して大人になれば地域の人になることを意
識してほしい。
・生き生きと活躍しているこどもたちの笑顔が素晴ら
しかった。先生方の御苦労も多かったのではないかと
思う。地域のために感謝している。

３：
全て
70
%
以
上

Ｂ 1
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１：
70
%
未
満

Ｄ 0
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地域コミュニ
ティの核として
の学校づくり
や地域の特色
を生かした学
校づくりを進
めるとともに、
学校・家庭・地
域が連携・協働
して、地域社会
全体でこども
たちを育成し
ます。

①「地域コミュニティの核としての学
校づくり」を目指して地域と学校が連
携・協働した様々な活動を実施して
いる。

4

学校評価保護者ア
ンケート「学校は、
家庭や地域と連
携・協働して、教育
活動を実施してい
る」「学校は、PTA
や地域活動に協力
している」におい
て肯定的な評価を
した保護者の割合
（97.4%、
97.9%）

４：
全て
80
%
以
上

4

①昨年度より仮設校舎での学校生
活が始まっているが、限られた環境
条件や時間の中で教育活動が充実
するように環境整備（エクササイズ
ルームの設置、昼休みの体育館・中
庭・校庭の活用など）に努めている。
またＩＣＴ機器の環境整備も引き続
き推進していく。校内にある「いおの
部屋」や「いおの離れ」を活用し、社
会科や総合的な学習の時間の充実
を図る。

②危険や災害に対する教育が充実
するように、毎月、避難訓練や安全
点検を実施した。引き続き池上警察
と連携し、交通講話、登下校指導、
セーフティ教室などを実施し、安全
指導を充実させていく。６年生は薬
物乱用防止教室を実施し、薬物乱用
の危害に対する正しい知識の普及
啓発や薬物の誘惑に対する対処法
などを身に付ける。３年生は総合的
な学習の時間において、地域安全
マップ作りを行っている。

Ａ 10

・３年生の地域安全マップづくりは毎年行っているが、こ
どもにとって危ない所がどのような所なのかを確認させ
ることは大事だと感じている。
・限られた時間、環境ではあるが、こどもたちは体を動か
せる時間が確保されていると感じている。また、避難訓
練など定期的に行うことで自分の身を守ることをしっか
りと学べており、災害時やいろいろな場面での危険意識
が高まっているように感じる。こどもから勧められ、先日
消火器を購入した。
・危険や災害に対しての取組について評価できる活動内
容である。
・災害はいつ来るか分からない。仮設校舎での学校生活
の中でも、危険や災害に対する教育を充実するように努
めている点を評価する。
・安全教育や健康教育にも力を入れている。
・学校全体でこどもたちのために日々工夫しながら取り
組んでいることが伝わる。
・区とも連携して運動の場を増やしてほしい。
・自転車を乗るときのルールをこどもの頃からしっかりと
教育してほしい。
・もう少し学校環境をよくすることができないのか、考え
ることが多々ある。
・校庭が狭く制約が多い中、様々な工夫をしていると思
う。仮設校舎のハンディキャップを乗り越えるべくエクサ
サイズルームを活用している。
・ＩＣＴ機器の環境整備の内容について具体的な案がほし
い。

３：
80
%
以上
90
%
未満
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２：
70
%
以上
80
%
未満

Ｃ

②登下校の見守り活動等の、児童・生
徒の健全育成や安全指導に係る取組
を地域の協力により実施している。

4
２：
全て
60
%
以
上

Ｃ 0

③家庭教育に関する情報の発信や
PTAなどと連携した講演会・学習会、
またはその双方を実施している。

4

１：
いず
れか
でも
60
%
未
満

Ｄ 0
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①令和４年度よりコミュニティス
クールとして学校運営協議会と連携
し、教育活動の充実を図ってきた。
さらに区独自教科「おおたの未来づ
くり」において、５年生「馬込大盆踊
り大会を盛り上げよう！」などの学
習を、豊富な地域教材と地域人材を
活用し教育活動をさらに充実させて
いく。教員のＰＴＡ・地域行事への参
加を継続していく。「馬三わくわくサ
マースクール」の開講や馬三ボラン
ティアサークルによるイベントの開
催に積極的に協力していく。

②地域や町会による日常的な登校
の見守りやＰＴＡ校外部による朝の
馬出しと放課後の地域パトロール活
動などに感謝し、今後も見守りのお
願いをしていく。馬込五町会合同防
災イベントに積極的に協力していく。

③今年度も道徳授業地区公開講座、
体育・健康教育授業地区公開講座を
実施し、保護者や地域に対し啓発活
動を行った。学校保健委員会や給食
試食会などにも保護者の参加を呼
び掛け、さらに教育活動に対する理
解を深める機会を設けていく。学校
ホームページの馬三日記にて教育
活動の様子を積極的に情報発信し
ていく。保護者連絡ツール
「tetoru」を活用し、より円滑にな
るように保護者への連絡体制を充
実させる。

Ａ 12


